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近
代
日
本
研
究
第
三
十
巻

(

二
〇
一
三
年)

資
料
紹
介

福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
文
字
は
、
か

た
仮
名
字
体
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

｢

は｣
｢

て｣
｢

え｣

は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で｢

｣
｢
｣
｢
｣

の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
書
簡
の
場
合
も
、

漢
字
の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る｢

者｣
｢

而｣
｢

江｣

が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。
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五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い

(

よ
り)

、
〆

(

し
め)

は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は

ト
モ
、

は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、｢

カ｣

を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、[

]

を
付
し
て
補
っ
た
。

十
、
書
簡
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と

判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。
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Ⅰ

福
沢
諭
吉
書
簡

『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』

(

岩
波
書
店

平
成
十
三
年
〜
十
五
年

以
下

『

書
簡
集』

と
略
す)

未
掲
載
で
、『

近
代
日
本
研
究』

第

二
十
九
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て『

書
簡
集』

の
形
式
に
従
っ

た
。
詳
し
く
は『
書
簡
集』

第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は『

書
簡
集』

か
ら『

近
代
日
本
研
究』

第
二
十
九
巻
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

二
六
一
七

森
有
礼
宛

明
治
八

(

一
八
七
五)

年
カ
十
一
月
十
九
日
付

昨
日
御
手
紙
被
下
、
此
度
御
出
立
ニ
付

、
商
法
講
習
所
之
義
箕
作
氏

相
談
之
上
、
両
人
ニ

引
受
御
世
話
可
致
旨
、
縷
々

拝
承
い
た
し
候
。
右
ハ
兼

よ
り
申
上
候
通
り
、
迚
も
生
等
之
専
ら
任
ず
べ
き
ニ
あ
ら
ず
。
加
ふ
る
ニ
此
節
ハ
別

多
用
候
。
不

本
意
な
が
ら
御
断
申
上
候
。
尤
前
日
よ
り
御
約
束
之
如
く
、
随
時
之
御
相
談
ハ
、
身
之
有
様
ニ
従
ひ
敢

御
相
手
罷
成
候
覚
悟
な

れ
バ
、
御
留
主
中
ニ

も
、
或
ハ
高
木
氏
抔
よ
り
謀
る
こ
と
も
候
ハ
ヽ
、
相
談
相
手
ニ
者
可
相
成
存
候
。
西
村
茂
樹
君
へ
委
託
云
々

之
義
、
至
極
之
事
ニ
被
存
候
得
共
、
是
ハ
御
直
之
御
商
議
ニ

可
然
、
生
等
之
仲
入
ハ
却

不
都
合
ト
存
候
。
一
応
同
君
へ
御
相

談
之
上
、
傍

私
共
も
勧
メ
可
申
也
。
右
貴
答
申
述
度
。
早
々
頓
首
。

十
一
月
十
九
日

福
沢
諭
吉

森
先
生
侍
史

福沢諭吉関係新資料紹介
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【

商
法
講
習
所
の
件
に
つ
い
て
、
不
本
意
な
が
ら
引
き
受
け
は
で
き
な
い
が
、
い
つ
で
も
相
談
に
の
る
旨
を
伝
え
る
】

○
｢

森
先
生｣

は
森
有
礼
。
弘
化
四

(

一
八
四
七)

年
鹿
児
島
の
生
ま
れ
で
、
英
国
や
米
国
に
学
び
、
在
米
少
弁
務
使
や
駐
英
公
使
、
文
部
大
臣

な
ど
を
務
め
た
。
明
治
二
十
二
年
憲
法
発
布
の
日
に
暗
殺
さ
れ
る
。
福
沢
と
は
と
も
に
明
六
社
を
設
立
、
八
年
二
月
広
瀬
常
と
の
結
婚
に
際
し
て

は
、
福
沢
が
婚
姻
契
約
の
証
人
と
な
っ
た
。
○
商
法
講
習
所
を
め
ぐ
っ
て
は
、
設
立
準
備
や
教
員
の
受
入
体
制
が
整
わ
な
い
う
ち
に
、
米
国
よ
り

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
来
日
し
軋
轢
を
生
じ
た
。
東
京
会
議
所
と
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
森
有
礼
と
東
京
会
議
所
間
で
交
わ
さ
れ
た
約
定
書
に
よ
る
と
、
商

法
講
習
所
の
運
営
の
責
任
は
森
有
礼
と
そ
の

｢

相
議
者｣

で
あ
る
箕
作
秋
坪
と
福
沢
諭
吉
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
で
は
相
談
に

は
の
る
が

｢

不
本
意
な
が
ら
御
断｣

と
あ
る
。｢

箕
作
氏｣

は
箕
作
秋
坪
で
あ
ろ
う
。
○

｢

高
木
氏｣

は
高
木
三
郎
か
。
勝
小
鹿
、
富
田
鉄
之
助

の
米
国
留
学
に
同
行
し
た
。
○
西
村
茂
樹
は
、
文
政
十
一

(

一
八
二
八)

年
佐
倉
藩
士
の
子
に
生
ま
れ
、
儒
学
を
安
井
息
軒
、
兵
学
を
佐
久
間
象

山
、
蘭
学
を
手
塚
律
蔵
に
学
ん
だ
。
明
六
社
員
。
明
治
三
十
五
年
歿
。
○
商
法
講
義
所
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
八
月
三
十
一
日
付
富
田

鉄
之
助
宛
書
簡

(

書
簡
番
号
一
八
三『
書
簡
集』

第
一
巻
、
三
二
九
〜
三
三
一
頁)

に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

二
六
一
八

加
藤
弘
之
宛

明
治
十
四

(

一
八
八
一)

年
二
月
二
日
付

前
月
廿
八
日
貴
翰
被
下
拝
誦
仕
候
。
益
御
清
寧
奉
恭
賀
。
陳
ハ
過
日
学
士
会
院
除
名
之
儀
申
出
候
処
、
諸
先
生
之
御
商
議
ニ

、

更
ニ
出
席
可
致
様
被
仰
下
、
畢
竟
御
厚
意
ニ
出
候
義
難
有
御
答
奉
存
候
得
共
、
実
ハ
最
前
申
出
候
通
無
拠
次
第

御
断
申
上
候
儀

ニ
付
、
如
何
様
も
御
取
成
を
以
て
素
意
相
達
し
候
様
奉
願
候
。
此
段
拝
答
申
上
度
。
早
々
頓
首
。

二
月
二
日

福
沢
諭
吉

加
藤
先
生
侍
史

尚
以
、
本
文
之
事
ハ
昨
日
三
河
屋
ニ

可
申
上
ト
存
居
候
処
、
御
出
席
無
之
、
依

本
日
書
を
以
て
申
上
候
義
。
御
返
詞
延
引

相
成
候
段
、
御
海
容
奉
願
候
。
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【

学
士
会
院
か
ら
の

｢

除
名｣

を
申
し
出
た
福
沢
に
対
し
慰
留
の
様
子
が
あ
る
の
を
、
さ
ら
に
断
っ
た
も
の
】

○
｢

加
藤
先
生｣

は
加
藤
弘
之
。
出
石
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幕
末
に
は
開
成
所
教
授
職
並
や
大
目
付
、
御
勘
定
頭
な
ど
を
務
め
、
明
治
維

新
後
は
明
治
政
府
の
官
僚
と
し
て
文
部
行
政
や
外
交
に
従
事
し
た
。(

東
京)

帝
国
大
学
総
長
や
貴
族
院
議
員
も
務
め
た
。『

福
翁
自
伝』

に
は
、

大
政
奉
還
後
徳
川
慶
喜
に
謁
見
し
よ
う
と
し
て
い
る
加
藤
に
、
戦
争
に
な
り
そ
う
な
ら
逃
げ
る
の
で
教
え
て
く
れ
と
い
っ
て
、
加
藤
か
ら

｢

プ
リ

プ
リ｣
怒
ら
れ
た
話
が
出
て
く
る
。
明
六
社
仲
間
で
も
あ
る
が
、
民
撰
議
員
設
立
や
学
者
職
分
論
を
め
ぐ
っ
て
は
対
立
し
た
。
大
正
五

(

一
九
一

六)

年
歿
。
○

｢
学
士
会
院｣

は
明
治
十
二
年
に
文
部
省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
東
京
学
士
会
院
の
こ
と
で
、
発
足
当
初
は
明
六
社
に
関
わ
る
人

物
が
中
心
に
な
り
、
福
沢
は
初
代
会
長
を
務
め
た
。
し
か
し
十
三
年
十
二
月
四
日
に
は
、
会
長
の
西
周
宛
に
会
員
辞
任
を
申
し
出
た

(

書
簡
番
号

五
五
○『

書
簡
集』

第
三
巻
、
六
七
〜
六
八
頁)

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
よ
り
会
員
が
受
け
取
っ
て
い
た
年
金
三
○
○
円
に
つ
い
て
、
二

五
○
円
を
会
院
の
積
金
と
し
て
利
子
を
後
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
提
言
し
た
が
、
賛
否
両
論
が
起
こ
り
結
局
は
不
採
用
に
な
っ
た
こ
と
や
、
福
沢

と
懇
意
だ
っ
た
田
中
不
二
麿
が
十
三
年
三
月
に
文
部
省
か
ら
転
出
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
○
発
信
年
は
、
西
周
に
願

い
出
た
時
期
か
ら
考
え
て
、
翌
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

二
六
一
九

根
岸
武
香
宛

明
治
十
六

(

一
八
八
三)

年
十
二
月
十
五
日
付

本
月
十
二
日
之
華
翰
拝
見
如
来
諭
。
寒
気
弥
増
候
処
、
益
御
清
安
奉
賀
。
陳
ハ
過
日
熊
谷
遊
覧
之
節
ハ
、
図
ら
ず
も
御
世
話
相
成
、

様
々
之
御
優
待
望
外
之
事
共
ニ
候
。
歳
末
之
時
節
御
用
繁
之
御
中
恐
縮
ニ
不
堪
次
第
ニ
御
座
候
。
此
方

こ
そ
御
礼
可
申
上
之
処
、

却

御
尋
問
ニ
預
り
赤
面
之
至
、
怠
慢
之
罪
御
海
容
可
下
候
。
右
貴
答
ニ
兼

御
礼
ま
て
申
述
度
、
早
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

十
二
月
十
五
日

福
沢
諭
吉

根
岸
武
香
様
梧
下

尚
以
、
武
井
長
谷
川
其
外
諸
君
へ
御
礼
状
も
可
差
出
筈
な
れ
共
、
近
日
殊
之
外
多
事
。
乍
存
不
能
其
義
。
乍
憚
御
序
之
節
宜
敷

福沢諭吉関係新資料紹介
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御
致
意
奉
願
候
、
以
上
。

【
熊
谷
訪
問
の
際
世
話
に
な
り
、
か
つ
先
に
便
り
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
】

[

封
筒
表]

武
蔵
国
大
里
郡
冑
山
村

根
岸
武
香
殿

親
展

[

封
筒
裏]

封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉
出

○
根
岸
武
香
は
、
天
保
十

(

一
八
三
九)

年
大
里
郡
冑
山
村

(

現
埼
玉
県
熊
谷
市)

に
生
ま
れ
、
剣
術
を
千
葉
周
作
、
和
漢
学
を
寺
門
静
軒
、
安

藤
野
雁
に
学
ん
だ
。
明
治
六

(

一
八
七
三)

年
に
は
熊
谷
県
学
区
取
締
を
務
め
、
十
二
年
県
会
開
設
と
と
も
に
副
議
長
と
な
り
、
翌
年
に
は
議
長

を
務
め
る
。
鉄
道
事
業
に
も
尽
力
し
、
明
治
三
十
六
年
の

『

人
事
興
信
録』

で
は
、
武
州
鉄
道
株
式
会
社
監
査
役
・
合
資
会
社
興
業
貯
蓄
銀
行
監

査
役
と
な
っ
て
い
る
。
根
岸
家
は
、
慶
長
年
間
以
来
の
旧
家
で
大
地
主
で
あ
っ
た
。
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
。
明
治
三
十
五
年
歿
。
こ
れ
ま
で
に

は
名
宛
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
に
も
登
場
し
た
こ
と
が
な
い
人
物
で
、『

慶
應
義
塾
入
社
帳』

に
も
記
載
が
な
い
。
○

｢

熊
谷
遊
覧｣

は
、
日
本
鉄
道
会
社
の
本
庄
ま
で
の
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、
鉄
道
の
必
要
を
力
説
し
て
会
社
創
設
に
関
わ
っ
た
福
沢
の
も
と
に
、
チ
ケ
ッ
ト
が

送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
十
二
月
九
日
に
浜
野
定
四
郎
、
岡
本
貞
烋
、
高
島
小
金
治
ら
を
伴
い
、
日
帰
り
で
熊
谷
を
訪
れ
た
こ
と
を
指
す
。
熊
谷
直

実
の
寺
へ
参
り
、
熊
谷
で
の
歓
迎
午
餐
会
で
演
説
し
た
。
演
説
内
容
は
、
翌
年
二
月
十
五
日
に
発
行
さ
れ
た『

交
詢
雑
誌』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
六
二
〇

桜
井
信
四
郎
宛

明
治
二
十
八

(

一
八
九
五)

年
七
月
九
日

梶
原
伊
太
郎
氏

電
報
到
来
、
尊
厳
御
事
御
養
生
不
被
為
叶
、
遂
ニ
御
長
逝
之
由
、
兼

之
御
難
症
ハ
承
知
致
居
候
得
共
、
今
更

驚
入
候
次
第
、
皆
々
様
御
愁
傷
之
段
深
く
奉
察
候
。
随

別
紙
壱
封
軽
少
之
至
ニ
候
得
共
、
御
花
料
之
印
拝
呈
仕
候
。
乍
憚
御
霊

前
へ
御
供
奉
存
候
。
右
御
吊
詞
申
上
度
、
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

七
月
九
日

福
沢
諭
吉

桜
井
信
四
郎
様

尚
以
、
御
母
様
へ
特
ニ
御
悔
被
仰
上
被
下
候
様
奉
願
候
。
老
妻

宜
敷
申
上
呉
候
や
う
申
出
候
。
以
上
。
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【

信
四
郎
父
桜
井
恒
次
郎
へ
の
悔
み
状
】

[

封
筒
表]

京
都
市
上
京
区
小
川
通
り
一
条
上
ル
十
一
番
戸

桜
井
信
四
郎
様
行

[

封
筒
裏]

封

東
京
芝
区
三
田

福
沢
諭
吉

○
桜
井
信
四
郎
は
明
治
十
二
年
に
生
ま
れ
、
二
十
年
一
月
に
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
に
入
学
し
た
。
父
恒
次
郎
は
、
中
津
藩
上
士
階
級

(

二
○
○
石
取

供
番)
の
子
に
生
ま
れ
、
慶
応
二

(

一
八
六
六)

年
三
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
明
治
五
年
頃
か
ら
慶
應
義
塾
出
版
局
の
事
務
を
担
当
し
、

の
ち
横
浜
の
商
社
丸
屋
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
丸
屋
か
ら
独
立
し
て
茶
商
を
営
み
、
十
三
年
横
浜
正
金
銀
行
設
立
時
に
は
副
支
配
人
と
し
て
参
画
、

長
く
同
行
に
勤
務
し
た
。
二
十
四
年
三
月
に
同
行
を
退
職
し
、
京
都
市
上
京
区
に
住
ん
で
酒
造
業
に
従
事
し
た
が
、
二
十
八
年
七
月
九
日
に
養
生

の
甲
斐
な
く
亡
く
な
っ
た
。『

書
簡
集』

第
四
巻
ひ
と
。
信
四
郎
の
妻
は
同
じ
く
中
津
藩
上
士
階
級
の
出
身
で
、
福
沢
の
補
佐
を
務
め
た
小
幡
篤

次
郎
の
娘
静
。

二
六
二
一

宮
沢
文
次
郎
宛

明
治
三
十
一

(

一
八
九
八)

年
二
月
十
三
日

拝
啓
。
時
下
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
陳
ハ
今
回
当
塾
学
事
の
維
持
拡
張
ニ
付
、
基
本
金
募
集
の
た
め
、
各
地
委
員
を
設
け
て
、
事
務

取
扱
候
様
相
定
候
ニ
就
て
は
、
貴
下
ニ
於
て
も
御
地
に
て
、
右
維
持
委
員
の
一
人
と
し
て
、
募
集
上
御
尽
力
被
成
下
度
、
御
依
頼

申
上
候
。
敬
具

明
治
三
十
一
年
二
月
十
三
日

印

慶
應
義
塾
社
頭

福
沢
諭
吉

印

宮
沢
文
次
郎
殿

貴
下

【

慶
應
義
塾
の
基
本
金
募
集
の
た
め
、
維
持
委
員
就
任
を
依
頼
す
る
。
書
簡
二
二
三
一

と
ほ
ぼ
同
文
】

[

封
筒
表]

山
梨
県
北
巨
摩
郡
小
淵
沢
村

宮
沢
文
次
郎
殿

親
展

[

封
筒
裏]

東
京
市
芝
三
田
二
丁
目
二
番
地

慶
應
義
塾

社
頭

福
沢
諭
吉

福沢諭吉関係新資料紹介
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○
慶
應
義
塾
大
学
部
を
存
続
し
充
実
さ
せ
る
た
め
の
維
持
資
金
募
集
に
端
を
発
し
、
明
治
三
十
年
八
月
に
は

｢

慶
應
義
塾
基
本
金
募
集
の
趣
旨｣

が
発
表
さ
れ
て
、
学
制
改
革
の
た
め
の
寄
付
金
募
集
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
際
広
く
地
方
の
名
望
家
に
も
委
員
を
委
嘱
し
て
、
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。
宮
沢
は
小
淵
沢
の
名
望
家
と
思
わ
れ
る
が
、
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た『

慶
應
義
塾
百
年
史』

中
巻(

前)
二
一
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
明
治
三
十
二
年
一
月
か
ら
二
月
ご
ろ
ま
で
に
承
認
を
得
た
山
梨
県
の
地
方
維
持
委
員
の
一
覧
に
は
、
名
前
が
な

い
。
○
多
治
見
市
坂
本
浩
一
氏
蔵
。

二
六
二
二

中
村
道
太
カ
宛

年
未
詳
三
月
二
日

昨
日

華
翰
唯
今
到
来
、
拝
誦
仕
候
。
陳
ハ
彼
之
一
条
廿
七
日
面
会
談
話
、
何
も
不
都
合
之
事
無
御
座
、
居
合
申
候
。
右
之
事
申

上
度
存
候
得
共
、
紙
上
ニ

ハ
万
一
途
中
之
間
違
も
難
斗
、
他
聞
を
恐
れ
態
ト
差
扣
候
儀
ニ
御
座
候
。
何
れ
拝
眉
万
御
話
可
申
上

候
得
共
、
不
取
敢
御
返
事
迄
、
早
々
如
斯
御
座
候
。
頓
首
。

三
月
二
日

諭

吉

中
村
様

尚
以
、
毎
度
御
来
訪
被
下
候
由
、
小
生
も
御
目
ニ
掛
度
、
御
居
処
さ
へ
相
分
り
候
得
者
、
何
時
何
処
ニ

も
罷
出
度
存
候
、
以

上
。

【｢

彼
之
一
条｣

に
つ
い
て
不
都
合
は
な
い
が
、
誤
解
の
な
い
よ
う
拝
眉
の
う
え
話
す
旨
を
伝
え
る
】

○

｢

中
村
様｣

は
中
村
道
太
か
。
三
河
国
吉
田

(

愛
知
県
豊
橋
市)

に
藩
勘
定
方
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
江
戸
在
勤
中
の
慶
応
二

(

一
八
六
六)

年
に
福
沢
と
出
会
い
、
長
く
交
友
関
係
を
結
ん
だ
。
横
浜
正
金
銀
行
初
代
頭
取
や
東
京
米
商
会
所
頭
取
を
務
め
、
現
在
ま
で
に
本
書
簡
も
含
め
れ

ば
七
十
七
通
の
同
人
宛
福
沢
差
出
書
簡
が
判
明
し
て
い
る
。『

書
簡
集』

第
二
巻
ひ
と
。
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六
八
一

阿
部
泰
造
・
物
集
女

も

ず

め

清
久
き
よ
ひ
さ

明
治
十
五
年
九
月
二
十
八
日

爰
ニ
突
然
申
上
候
義
ハ
、
日
本
銀
行
へ
加
入
、
金
壱
万
之
株
金
、
さ
し
向
弐
千
円
払
込
ニ
困
却
致
候
ニ
付

者
、
貴
社
ニ

兼

御
買
入
相
成
候
公
債
証
書
之
代
り
ニ
、
暫
時
右
日
本
銀
行
之
株
券
抵
当
ニ

弐
千
円
丈
御
振
替
被
下
候
義
相
叶
間
布
哉
。
実
ハ
是

も
小
生
自
か
ら
為
ニ
す
る
ニ
非
ス
、
金
子
弥
平
氏
株
主
相
成
候
積
り
ニ

、
兼

其
咄
も
あ
り
し
事
な
れ
共
、
昨
今
ハ
何
方
も
金

ニ
窮
し
て
迚
も
弐
千
円
金
を
融
通
致
呉
候
者
無
之
、
不
得
止
申
上
候
次
第
、
尤
其
中
此
方
ニ
金
策
出
来
候
上
ハ
直
ニ
請
戻
し
可
申
、

唯
一
時
公
債
証
書
之
代
り
と
し
て
御
引
受
置
被
下
度
奉
願
候
。
い
才
ハ
本
人
金
子
氏

可
申
上
、
事
情
御
聞
取
可
被
下
候
。
右
要

用
而
已
申
上
度
。
早
々
頓
首
。

九
月
廿
八
日

諭

吉

阿
部
様

物
集
女
様

【『

書
簡
集』

第
三
巻
二
三
四
頁
】

福沢諭吉関係新資料紹介
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以
下
の
書
簡
は
、『

書
簡
集』

掲
載
時
に
は
原
本
と
の
校
訂
が
で
き
ず
、
や
む
な
く

『

福
沢
諭
吉
全
集』

(

岩
波
書

店
、
昭
和
四
十
四
〜
四
十
六
年)

か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明
し
校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

注
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

『

書
簡
集』

の
各
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。



七
○
四

阿
部
泰
蔵

明
治
一
六
年
二
月
七
日

昨
日

難
有
奉
存
候
。
以
御
蔭
無
滞
相
済
安
心
仕
候
。
家
内
共

も
宜
布
御
礼
申
上
候
様
申
出
候
。
就

今
後
之
一
歩
、
昨
日
も

申
上
候
通
り
、
何
れ
老
生
夫
妻
ニ

本
人
召
連
レ
小
石
川
へ
罷
出
候
積
り
な
れ
共
、
此
方

行
き
又
他
日
を
卜
し

先
方

来
ル

ト
申
ス
も
随
分
繁
忙
な
る
訳
ケ
、
依

爰
ニ
略
式
之
一
案
ハ
、
一
日
双
方
之
都
合
宜
布
候
時
を
見
て
、
私
方

夫
妻
ト
娘
ト
三
人

ニ

小
石
川
へ
参
り
、
其
日
ニ
両
家
之
中
央
な
る
日
本
橋
辺
之
茶
屋
を
用
意
致
し
置
、
私
共
ハ
帰
途
其
茶
屋
へ
立
寄
り
、
小
石
川

ハ
乍
御
苦
労
御
両
親
並
ニ
定

[
貞]

吉
殿
始
其
外
思
召
次
第
之
方
々
、
同
茶
屋
ま
で
御
出
張
被
下
、
両
家
族
打
寄
、
幾
久
敷
御
懇
親
之

印
ニ
御
同
食
致
候

如
何
ニ
可
有
之
哉
。
其
上

即
チ
御
親
類
、
相
互
ニ
随
意
ニ
来
往
自
在
な
り
。
尤
其
席
、
即
茶
屋
ニ

、

仁
兄
も
御
臨
席
相
願
度
、
或
ハ
小
幡
兄
ハ
不
在
ニ
付
、
宇
都
宮
氏
へ
案
内
可
致
哉
ニ
存
候
。
私
家
内
よ
り
参
る
者
ハ
老
生
夫
妻
両

人
ト
本
人
さ
と
と
或
ハ
祖
母
も
可
参
哉
、
是
ハ
未
定
、
是
ニ
阿
部
君
宇
都
宮
君
之
積
り
な
り
。
小
石
川

は
御
両
親
並
に
定
吉
殿
、

其
外
御
都
合
ニ
任
ス
。

右
ハ
唯
老
生
之
即
案
ニ

、
決
し

斯
ク
ト
限
り
候
訳
ニ

無
之
、
如
何
様
ニ
も
小
石
川
之
思
召
次
第
ニ
任
し
候
義
ニ
御
座
候
。

兎
ニ
角
ニ
一
応
御
相
談
申
上
候
間
、
何
卒
御
問
合
セ
奉
願
候
。

若
し
右
之
案
ニ

御
差
支
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
本
月
十
五
日
以
内
十
日
前
後

(

但
十
一
日
ヲ
除
ク)

何〇

日〇

ニ

御
都
合
可
然
哉
、

其
日
其
席
へ
御
出
之
方
々
ハ
御
幾〇

名〇

な
る
へ
き
や
相
伺
度
、
又
時
ハ
午
後
一
時
之
頃

出
宅
、
私
方
三
名
小
石
川
へ
参
り
一
応
御

挨
拶
、
御
茶
ニ

も
戴
き
、
直
ニ
引
返
し

其
茶
屋
へ
参
る
ニ

彼
是
三
、
四
時
ニ
も
可
相
成
、
食
事
ハ
即
晩
食
な
ら
ん
ト
存
候
。

尤
も
御
都
合
御
取
極
被
下
候
得

、
茶
屋
之
方
ハ
私
家
人

申
付
、
百
事
取
計
、
其
前
ニ
場
所
可
申
上
、
周
旋
方
ハ
担
任
仕
候
積
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り
に
御
座
候
。
此
段
御
相
談
ま
で
申
上
候
。
早
々
頓
首
。

二
月
七
日

諭

吉

阿
部
様

几
下

【『

書
簡
集』
第
三
巻
二
五
九
―
二
六
〇
頁
】

七
〇
七

阿
部
泰
蔵

明
治
十
六
年
二
月
十
二
日

此
程
中
よ
り
度
々
芳
翰
を
辱
し
、
昨
日
来
示
之
趣
ニ
従
へ
ハ
、
本
月
十
七
日
私
方

小
石
川
へ
赴
き
、
帰
途
某
茶
へ

[

屋
脱
カ]

参
り
、
先
方

ハ
清
行
君
御
夫
婦
、
清
一
貞
吉
二
氏
ト
妹
君
ト
五
名
御
参
会
可
相
成
由
、
日
限
ニ
於

差
支
無
之
、
其
都
合
ニ
用
意
可
仕
、
此

方

ハ
老
生
夫
妻
ト
さ
と
と
三
名
ニ
御
座
候
。
尚
其
日
ハ
御
迷
惑
恐
入
候
得
共
、
仁
兄
ニ
も
御
臨
席
奉
願
候
。
宇
都
宮
ハ
御
内
意

ニ
従
ひ
見
合
可
申
、
素

先
方
へ
曾

通
知
致
候
事
ニ
も
無
之
、
此
度
ハ
廃
案
ニ
決
し
た
り
。
茶
屋
之
方
ハ
最
初

私
方
ニ

周

旋
之
積
、
其
辺
之
事
ニ
付

も
清
行
君
ニ
御
意
見
も
御
座
候
由
な
れ
共
、
此
義
ハ
拝
眉
之
節
御
話
可
申
上
、
全
体
私
方

見
て
先

方
ト
申
せ
ハ
貞
吉
氏
な
れ
共
、
氏
ニ

尚
家
あ
る
ニ
あ
ら
ず
、
何
れ
家
之
出
来
候
上
ニ

応
酬
も
可
然
候
得
共
、
此
度
ハ
私
方
ニ

不
取
敢
御
亭
主
役
相
勤
申
度
奉
存
候
。
何
ハ
兎
も
角
も
十
七
日
ハ
差
支
無
御
座
、
御
近
付
之
為
メ
一
応
御
面
会
を
期
し
候
ま
て

ニ
御
座
候
。
右
再
答
申
上
度
、
早
々
頓
首
。

二
月
十
二
日

諭

吉

阿
部
様

梧
下

【『

書
簡
集』

第
三
巻
二
六
二
―
二
六
三
頁
】
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七
〇
八

阿
部
泰
蔵

明
治
十
六
年
二
月
十
四
日

益
御
清
適
奉
拝
賀
候
。
陳
ハ
過
日
来
毎
度
御
面
倒
相
願
候
本
月
十
七
日
会
合
一
条
、
日
本
橋
辺
ト
存
し
頻
ニ
詮
索
為
致
候
処
、
何

れ
も
適
当
ト
可
申
も
の
無
之
、
尋
常
一
様
之
割
烹
店
ニ
あ
ら
ざ
れ
ハ
洒
落
ニ
芸
妓
デ
モ
呼

躁
ク
ト
申
ス
茶
屋
而
已
、
百
方
奔
走

之
末
、
周
旋
方
之
申
ス
ニ

、
築
地
す
み
屋
之
外
ハ
有
之
間
布
よ
し
由
出
候
。
築
地
と
あ
り
て
ハ
小
石
川

頗
る
遠
方
、
甚
以
御

気
之
毒
之
至
存
候
得
共
、
御
都
合
ハ
如
何
可
有
御
座
候
哉
、
一
応
御
尋
申
上
候
。
若
し
御
差
支
も
御
座
候
ハ
ヽ
尚
詮
索
可
致
候
得

共
、
一
応
相
伺
候
。
毎
度
御
面
倒
恐
入
候
得
共
、
小
石
川
へ
御
一
封
を
以
て
御
聞
合
セ
奉
願
候
。
唯
今
周
旋
人
帰
来
之
事
情
ニ
任

セ
早
々
申
上
候
。
何
分
宣
布
奉
願
候
。
右
要
用
而
已
。
頓
首
。

二
月
十
四
日

諭

吉

阿
部
様

梧
下

【『

書
簡
集』

第
三
巻
二
六
三
―
二
六
四
頁
】

七
一
三

阿
部
泰
蔵

明
治
十
六
年
二
月
二
十
七
日

拝
見
仕
候
。
陳
ハ
寿
美
家
之
会
、
三
月
三
日
御
都
合
之
よ
し
、
私
方
も
丁
度
差
支
之
無
之
、
弥
同
日
ト
取
極
可
申
、
都

之
手
続

ハ
過
日
申
上
候
通
り
之
プ
ラ
ン
ニ
従
ひ
候
義
ニ
付
、
別
ニ
不
申
上
候
。
右
拝
答
申
上
度
、
早
々
頓
首
。

二
月
廿
七
日

諭

吉
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阿
部
様

梧
下

尚
以
小
生
之
風
邪
ハ
存
外
之
念
入
ニ

、
今
日
も
尚
未
起
立
不
申
、
併
日
々
少
々
ツ
ヽ
快
方
ニ
付
、
一
両
日
中
ニ

ひ
げ
も
剃
り

可
申
積
、
三
日
之
事
ハ
急
度
務
候
覚
悟
ニ
御
座
候
。
以
上
。

【『

書
簡
集』
第
三
巻
二
六
八
頁
】

七
一
七

阿
部
泰
蔵

明
治
十
六
年
三
月
六
日

漸
快
晴
相
成
御
同
慶
奉
存
候
。
益
御
清
寧
奉
拝
賀
。
陳

過
日
来
縁
談
之
義
ニ
付

厚
ク
御
配
慮
ニ
預
り
、
以
御
蔭
首
尾
能
整

ひ
難
有
奉
存
候
。
家
内
一
同
安
心
不
過
之
、
右
御
礼
之
印
鮮
魚
壱
尾
厨
下
ニ
差
出
候
。
外
ニ
粗
布
一
、
是
亦
御
笑
留
被
成
下
候
ハ

ヽ
本
懐
之
至
奉
存
候
。
何
れ
不
日
拝
趨
万
可
申
上
候
得
共
、
不
取
敢
一
応
之
御
礼
ま
て
、
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

三
月
六
日

諭

吉

阿
部
様
梧
下

【『

書
簡
集』

第
三
巻
二
七
二
頁
】

一
一
七
一

阿
部
泰
蔵

明
治
二
十
年
六
月
十
六
日

黄
梅
之
時
節
、
日

鬱
陶
敷
天
気
ニ
御
座
候
。
益
御
清
安
奉
拝
賀
。
爾
来
誠
ニ
御
遠

敷
打
過
候
ニ
付

、
来
ル
七
月
二
日
拙

宅
ニ

小
集
相
催
し
度
、
御
差
支
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
同
日
午
後
五
時

御
来
車
奉
願
候
。
御
相
客
ハ
真
実
之
旧
友
十
四
、
五
名
而
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已
。
何
卒
御
繰
合
可
被
下
候
。
此
段
御
案
内
申
上
度
、
早

如
此
御
座
候
。
頓
首
。

六
月
十
六
日

諭

吉

阿
部
泰
造

(

マ
マ)

様

【『

書
簡
集』
第
五
巻
二
〇
五
頁
】

一
二
七
〇

阿
部
泰
蔵
・
其
外

明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日

拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
井
上
角
五
郎
氏
保
険
相
願
度
之
処
、
同
人
義
ハ
本
月
廿
八
日
出
発
之
郵
船
ニ

渡
米
候
ニ
付
、
体
質
検
査
之
定

日
ニ
逢
ふ
を
得
ず
、
就

出
格
之
訳
を
以
て
今
日
直
ニ
御
約
束
被
下
候
義
相
叶
間
敷
哉
。
無
病
健
康
ハ
十
目
十
指
之
請
合
ふ
所

な
り
。
何
卒
可
然
御
取
計
奉
願
候
。
右
申
上
度
、
い
才
ハ
本
人

御
聞
取
奉
願
候
。
早
々
頓
首
。

一
月
廿
五
日

諭

吉

阿
部
様

其
外
様

【『

書
簡
集』

第
五
巻
三
四
六
―
三
四
七
頁
】

一
五
五
九

阿
部
泰
蔵

明
治
二
十
三
年
ヵ
十
二
月
十
八
日

拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
過
日
桃
介

御
話
申
上
候
成
瀬
正
恭
義
、
直
ニ
尊
宅
へ
拝
趨
仕
候
間
、
御
都
合
次
第
一
寸
御
逢
被
下
度
奉
願
候
。
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是
れ
ハ
純
然
た
る
本
塾
出
身
之
者
ニ

、
家
ハ
讃
岐
ニ
在
り
て
頗
る
富
豪
之
名
あ
り
。
唯
今
実
弟
も
姪
も
本
塾
へ
入
学
中
、
旁
塾

ニ

因
縁
深
き
も
の
な
れ
バ
、
可
相
成
ハ
塾
之
筋
ニ

仕
事
致
度
、
態
と
相
願
候
義
ニ
付
、
い
才
之
事
情
御
直
ニ
御
聞
取
、
可
相

成
事
な
ら
バ
御
周
旋
奉
願
候
。
右
申
上
度
、
尚
詳
な
る
ハ
本
人

可
申
上
候
。
匆
々
頓
首
。

十
二
月
十
八
日

諭

吉

阿
部
様

梧
下

【『

書
簡
集』

第
六
巻
三
七
五
頁
】

一
六
八
九

阿
部
泰
蔵

明
治
二
十
五
年
三
月
十
九
日

華
翰
拝
見
仕
候
。
不
順
之
時
候
益
御
清
安
奉
拝
賀
。
陳
ハ
来
二
十
三
日
午
後
、
同
窓
友
人
之
集
会
御
催
候
ニ
付
、
老
生
へ
も
拝
趨

可
仕
様
難
有
奉
存
候
。
或
ハ
同
日
差
支
な
ら
ハ
翌
日
ニ

も
御
不
都
合
無
之
よ
し
。
然
処
ニ
十
三
日
ハ
拙
宅
ニ
仏
事
を
営
候
積
ニ

約
束
致
し
置
候
ニ
付

、
可
相
成
ハ
二
十
四
日
ニ
参
上
候
や
う
仕
度
、
同
日
ハ
午
後
御
示
命
之
時
刻
必
ス
可
罷
出
奉
存
候
。

何
れ
拝
顔
万
々
御
礼
可
申
上
候
得
共
、
御
請
而
己
。
匆
々
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

二
十
五
年
三
月
十
九
日

諭

吉

阿
部
様

梧
下

【『

書
簡
集』

第
七
巻
一
五
六
頁
】
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一
八
一
一

阿
部
泰
蔵

明
治
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日

歳
暮
忙
中
、
一
夕
之
閑
話
も
亦
妙
な
ら
ん
と
存
し
候
。
来
月
六
日
、
拙
宅
ニ
お
ゐ
て
、
五
、
六
友
人
之
小
集
を
催
し
度
、
何
卒
御

繰
合
、
夕
六
時
ま
て
ニ
御
来
車
奉
願
候
。
右
御
案
内
申
上
度
、
匆

頓
首
。

二
十
六
年
十
一
月
卅
日

諭

吉

阿
部
様

梧
下

【『

書
簡
集』

第
七
巻
二
八
六
頁
】

二
二
七
六

阿
部
泰
蔵

年
未
詳
二
月
二
十
七
日

唯
今
三
州

郵
書
到
来
、
峰
須
賀
謙
吉
君
当
一
月
十
九
日
病
死
之
報
知
、
誠
ニ
驚
入
候
次
第
、
潔
白
清
雅
之
士
人
、
殊
ニ
愁
傷
ニ

不
堪
、
疾
く
凶
聞
御
承
知
之
事
歟
ハ
不
存
候
得
共
、
書
状
到
来
之
侭
不
取
敢
為
御
知
申
上
候
。
早
々
頓
首
。

二
月
廿
七
日

福
沢
諭
吉

阿
部
泰
蔵
様

梧
下

尚
以
其
後
ハ
久

御
無
音
申
上
候
。
如
何
御
消
光
被
成
候
哉
。
春
暖
之
好
時
節
、
御
閑
暇
も
御
座
候
ハ
ヽ
些
御
来
訪
奉
待
候
。

以
上
。

【『

書
簡
集』

第
九
巻
六
二
頁
】
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Ⅱ

福
沢
諭
吉
原
稿

[
長
沼
事
件
に
関
す
る
願
書
案
文]

長
沼
地
之
義
ハ
往
古

長
沼
村
之
所
有
地
ニ

、
寛
文
年
度
以
来
沼
役
上
納
、
宝
永
五
年

改
正
徳
三
巳
年
ヨ
リ

高
入
相
成
、

一
村
限
り
沼
稼
営
業
致
居
候
処
、
明
治
五
年
悪
水
路
開
通
之
一
件
ニ
付
紛
議
を
生
し
、
明
治
六
年
一
旦
官
有
地
之
御
処
分
相
成
、

村
民
歎
願
之
末
、
明
治
九
年
七
月
よ
り
五
ヶ
年
之
期
限
ニ
テ
、
長
沼
村
一
村
限
り
拝
借
地
被
仰
付
、
数
百
年
来
之
旧
慣
ニ
依
テ
捕

魚
採
藻
営
業
仕
候

○
千
葉
県
埴
生
郡
長
沼
村(

現
成
田
市)

に
あ
っ
た｢
長
沼｣

は
、
江
戸
時
代
に
は
長
沼
村
の
み
の
入
会
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
上
流
の
村
々

の
要
望
で
、
周
辺
村
落
一
五
ヵ
村
を
含
ん
だ
入
会
地
に
変
更
さ
れ
た
。
同
時
に
渡
船
の
営
業
も
独
占
で
き
な
く
な
り
、
村
民
は
困
窮
し
、
た
ま
た

ま
村
民
の
一
人
が

『

学
問
の
す
す
め』

を
読
ん
だ
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
明
治
七

(

一
八
七
四)

年
十
二
月
村
民
の
小
川
武
平
ら
が
助
力
を
求

め
て
、
福
沢
の
も
と
を
訪
ね
て
き
た
。
状
況
を
知
っ
た
福
沢
は
、
県
庁
と
の
交
渉
な
ど
に
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
明
治
九
年

｢

長
沼｣

の
五
年
間
の

有
償
貸
与
を
勝
ち
と
っ
た
。
こ
れ
は
願
書
案
文
の
一
部
か
。
福
沢
諭
吉
自
筆
。

(

西
沢
直
子)

福沢諭吉関係新資料紹介

213


